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丹波地方における'ミカン栽培について(第1報)
傾斜地ミカン園の局地気候
塚本正美・北山喜代治*
Studies on the Orange Growing in the Tanba District 
1) The micrometeorology in the sloping orange orchards 
Masami TSUKAMOTO. Kiyoji KITAYAMA 
工調査方法
丹波地方は冬季寒冷な気象を特徴とするが， 1957年以
来，兵庫県氷上郡春日町を発端にミカン栽培が始められ，
年々その栽培は増加してその栽培面積は50ヘクタールに
及んでいる.そこで筆者等は，その実態を検討したいと
考えて， 1960年12月から科学的調査を施行している.
今回は傾斜地ミカン園の局地気候について観測したので，
その結果を報告する.
調査は 1年次として， 1960年12月から翌年3年にかけ
て，平地と傾斜地(東南，西南面)に自記温度計を設置
し気温の観測を行った.また各月1.回地域内40ケ所の地
点で，昼夜連続の気温，風向を測定した. 2年次は北斜
面にお.u点を増し 1年次と同様の観測を実施した.本観
第 1表句別平均気温 (OC)
、区ミ¥¥¥J匂ι 12 1 2 3 
上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
I平 地 5.22 5.89 0.28 -0.34 0.44 0.34 -1.04 -1.46 -0.38 5.15 4.99 6.28 
E東南斜面 6.33 6.04 2.58 2.54 1.80 2.30 1.46 1.21 2.44 6.00 7.12 7.06 
E西南斜面 5.93 5.90 2.54 2.78 1.11 1.48 1.21 1.03 2.00 5.34 6.80 6.71 
第 2表句}jlj 最低平均気温 ec)
¥、一で¥J5L 12 1 2 3 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
I平 地 1.01 1.33 -3.18 -3.92 -3.28 -2.71 -4.25 -4.97 -5.36 0.57 0.42 0.16 
E東南斜面 1. 75 0.95 -1.18 -1.40 -2.33 -1.14 -1.69 -2.53 -2.81 1.31 2.49 0.64 
E西南斜面 1.47 1.38 -1.20 -1.13 -2.71 -1.87 -1.84 -2.90 -3.15 1.00 2.09 0.60 
第 3表句別最高平均気温 ec)
下こi;| 12 1 2 3 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
I平 地
986107250446【9}j1l 353 
5.43 3.80 2.44 2.64 5.00 10.50 9.91 11.29 
E東南斜面 12.26 12.38 8.46 I 7.34 8.22 6.26 5.96 6.47 9.30 12.01 12.63 13.89 
E西南斜面 11.05 11.71 8.40 I 7.63 6.58 5.45 5.24 6.08 8.65 10.72 12.51 13.52 
*兵庫県立氷上農業高等学校教諭
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第 4表 最 イ底 気 混 日 数
一一5.0一一6.0一一7.~-: -8.~-: -9.0 
τ.9 -5.9 -6.0 -7.9 -8.9ー 計
15 13 17 13 6 13 7 5 3 。 92 
11 24 19 15 6 1 。 。 。 。 76 
12 16 20 15 9 3 。 。 。 。 75 
第 5表 低 温 持 続 時 数
でh¥月Fた〈区¥ ¥ I 平 地 E 東南斜面 E 西南斜面-3.0。一一5.80ー 計 -3.0。一一5.0。ー 計 -3.0。一一5.00ー 計-4.90 -4.90 -4.90 
12 18.0 26.5 44.5 17.0 。 17.0 11.0 。 11.0 
1 83.5 37.5 121.0 25.0 。 25.0 38.0 。 38.0 
2 97.0 92.5 189.5 46.0 。 46.0 74.5 3.0、 77.5 
3 23.0 7.0 30.0 。 。 。 。 。 。
計 221.5 163.5 285.0 88.0 。 88.0 123.5 3.0 126.5 
第 6表気温の日変化 (OC)
~-g------時~I- 2 4 6 8 
I平 地 1.2 0.8 0.7 1.5 
12 E東南斜面 2.1 1.9 1.9 4.0 
E 西南斜面 2.1 1.6 1.6 2.1 
I平 地 -1.7 -1.5 -2.3 -0.6 
1 E東南斜面 -0.4 -0.3 -0.8 1.6 
E 西南斜面 -0.7 -0.6 -0.7 -0.1 
I平 地 -3.6 -3.6 -3.9 -2.5 
2 E東南斜面1 -1.2 -1.5 -1.5 0.8 
E 西南斜面 -1.3 -1.5 -1.6 -0.4 
工平 地 2.0 1.4 1.3 3.6 
3 E東南斜面 3.1 2.8 2.4 4.8 
E 西南斜面 2.9 2.1 2.2 4.0 
測は微細気象の観測であるため，百葉箱の設置場所や計
測器具の選定，取扱いにおいて誤差を生じないよ5に留
意した.
E 調査結果および考察
1年次の冬は.20数年ぶりの寒波に見舞われ，観測結
果からみても明らかに寒冬であった. 2年次は比較的暖
冬であったが，やL降雪の多い年となった.
1年次の句別平均気温の変化をみると第1表の如くで
ある.平地に比べて東南斜面は，最も低温となった12月
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7.5 8.2 7.0 4.9 3.6 2.4 1.7 
9.7 9.5 7.2 5.3 4.1 3.0 2.6 
9.1 9.7 8.5 5.8 4.2 3.2 2.5 
3.5 3.4 2.3 0.7 -0.4 -1.2 -1.5 
6.5 6.1 4.4 2.1 1.0 0.4 0.1 
5.8 5.9 4.8 2.2 0.7 0.1 0.0 
2.4 2.9 2.7 0.7 -1.3 -2.4 -3.1 
6.3 6.1 4.9 2.2 0.6 -0.5 -0.7 
5.4 5.9 5.4 2.4 0.5 0.3 0.0 
9.2 10.2 9.9 7.6 5.8 4.3 3.0 
11.5 11.9 11.0 8.1 6.4 5.2 4.0 
10.8 11.7 10.9 7.8 5.8 4.7 3.7 
(1960. 12月一1961.3月観測)
下句で2.30C. 1月上旬で2.80C. 2月は上，中，下匂が
それぞれ2.40C.2.60C. 2. rC高くなっている.この両地
点がわずか500米も離れていないところにおいて，この
ような温度差の為ることは，永年作物であるミカンにと
って，適地の判定は極めて慎重でなければならないこと
がわかる.次に句別最低平均気温(第2表)では，傾斜
地は平地に比じ，約30Cも高い. 4ヶ月間に平地では
-50C以下となった日数が28日あるが，東南斜面は 1日，
西南斜面では 3日となっている.(第4表)またー50C以
下の持続時間の調査(第5表〉では. 4ヶ月間に平地で
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第 7表低温順位表
地 E 東 南 斜 面 ][.西 南 斜 面
順位目 温度 ℃ 月 日 温 度 。C 月 日 温 度 。C 月 日
1 -8.5 2. 2 -5.4 2.28 -5.4 2.28 
2 -8.3 2. 1 -4.5 2.20 -5.1 2. 4 
3 -8.1 2.28 -4.3 2.25 -4.0 一2.20
4 -7.7 2. 4 -4.2 1.17 -4.8 2.25 2. 1 
5 -7.6 2.20 -4.1 2.24 -4.7 1.17 2.24 
第 8表 2 年次の気温表 ("C)
1. 句別最高平均気温
守会 12 1 2 3 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
I 平 地 12.1 12.8 7.0 6.6 7.1 5.1 9.4 8.0 9.1 10.8 14.1 11.2 
E 東南斜面 12.5 13.1 7.2 7.2 7.7 5.7 9.8 8.7 9.7 10.5 13.9 11.5 
E 西南斜面 12.5 8.6 7.2 7.0 6.8 4.7 7.9 8.0 9.0 11.2 13.6 11.3 
N北斜面 8.6 9.6 5.9 6.1 6.2 4.2 8.4 7.2 8.4 10.6 13.3 10.4 
2. 匂別最低平均気温
~， 12 1 2 3 上 中 で下 上 中 下 上 中 ‘下 上 中 下
I 平 地 1.8 0.6 -1.1 会一1.8-2.0 -3.8 一1.9-1.5 -0.1 一2.2-0.6 -0.7 
E 東南斜面 2.8 1.3 -0.2 -1.3 -1.4 -2.8 -1.0 -0.9 -0.5 一0.7 0.8 -0.5 
匹西南斜面 2.1 1.4 -0.1 -1.1 -1.2 -3.3 一1.3-1.4 -0.4 -0.4 0.7 0.5 
町北斜面 2.8 1.0 -0.5 -0.7 -0.9 -2.6 -0.9 -0.3 0.1 0.0 1.9 1.0 
3. 匂別平均気温
三ごを 12 1 2 3 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
I平 地 6.3 5.6 2.0 2.1 1.7 0.0 2.4 3.2 4.1 3.7 6.5 4.9 
E東南斜面 6.9 6.1 2.4 2.7 1.7 0.0 3.3 3.4 3.9 4.2 6.9 5.7 
E 西南斜面 6.7 6.3 2.4 2.7 2.2 0.5 2.8 2.7 3.0 4.6 7.0 5.5 
N北斜面 5.6 5.3 2.2 2.7 2.2 0.2 3.1 3.4 4.1 3.7 7.5 5.7 
開
ー 一一一一一一
(1961.12月-1962.3月観測)
第 9表 最 イま 気 湿 日 数
¥乞竺tlo- -1.0ー -2.0ー -3.0- -4.0ー -5.0ー -6.0ー 計0.9 -1.9 -2.9 -3.9 -4.9 -5.9 
I 平 地 18 17 22 11 15 5 。 88 
E 東南斜面 16 25 16 13 4 。 。 74 
E 西南斜面 19 21 15 11 7 1 。 74 
町北 斜 面 18 26 12 11 2 。 。 69 
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第ー 10表低 J温順位表
ぺ順ご¥1位下j¥1F¥区E¥ 7 I 平 地 E 東南斜面 E 西南斜面 IV 北 斜 面
温 皮 月 日 温 度 月 日 温 -度 月 日 i湿 度 月 日
1 -5.7 2. 2 -4.7 2.14 -5.5 2.14 -4.4 2.14 
2 -5.3 1.30 -4.3 3. 1 . -4.8 1.30 -4.3 2. 2 
2. 2 1.29 3 -5.2 2.14 -4.2 2. 2 -4.7 -3.8 3. 1 1、17 3.31 
4 -5.1 1.31 -4.0 1.30 -4.5 2.20 -3.7 1.30 
1.17 
5 -5.0 3. 1 -3.7 1.23 -4.2 2.13 -3.6 1.23 
1.27 
第 11表低温持続日数
下主宰 1 平 地 E 東南斜面 E 西南斜面 IV 北 斜 国-3一一5 計 3ー -5ー-4.9 -4.9 
12 10 。 10 15 。
1 48.5 2 50.5 23 。
2 32 7 39 28 O 
3 37 。 37 9 。
計 127.5 9 136.5 75 。
は163.5時間，西南斜面で3時間，東南斜面はC時間と
意外な差を見出すことができる.次に平地と東南斜面と
の気温の臼変化を月毎に調べてみると第6表の如くであ
る.どの月も傾斜地が平地より高温となっているが，気
温の低い2月が最も大きい差を生じている.また 1日の
最高気温の時聞は，傾斜地では正午頃，平地は14時頃で
や Lずれがみられる.一方最低気温の出現時亥Ijは平地も
傾斜地もともに6時頃であった. 1年次の最低極混は第
7表の如く，平地で2月2日に -8.5'C.傾斜地は両斜
面とも 2月28日に -5.4'Cを記録している.
2年次の観測結果は 1年次と大同小異であったが，北
斜面は他の斜面に比べて劣らぬ平均気温を示した.北斜
面は日較差の少ない特徴を見出すことができた. (第8.
9.10.11表). 
次に地域内40ケ所で昼夜連続観測した結果興味のある
ことを見出した.第1は狭い観測区域内であっても，地
形による気温の差がかなり大きいということである.第
21訂正混部，いわゆる霜穴の存在で，両斜面の谷聞は最
も低温で冷たい気流の停滞する場所となっている.第3
は最低気温の出現する時刻が場所によって一定しないと
いうことで.22時頃すでに最低温となった場所もある.
第4は風向が非常に複雑で，気温以上に地形と密接な関
係、をもっている.東南斜面では，山の中腹から頂上にか
けては南東の風が吹ぎ上げ，中腹から山すそへは北風が
斜厨を下7.iとい5現象をしめず.西南斜面は主に北東の
53 
計 -3 -5ー 計 3-
5 計-4.9 -4.9 
15 3 。 3 5 O 5 
23 47 。 47 30 。 30 
28 29 3 32 11 O 11 
9 12 O 12 10 。 10 
75 91 3 94 56 。 56 
風が谷間からは南東と北のニ方向に転換する.
以上の調査結果からみて， ミカンのような温暖な気候
を好む果樹は，斜面を活用することが冬の低温をさける
上に大切だといえる. ミカンの寒害は，低温，強風，乾
燥の三要因が相互に関連して被害を大大きくするので，
植付前に局地気象を十分に調査し，地形のもつ気象のク
セを有利に活用しなければならない.更に山地の開園に
あたっては，防風を考え，らん伐は後日思わぬ寒風害を
起こしたり夏の干ばつに見舞われて失敗することが多い
ので十分注意しなければならない.
E摘要
平地と傾斜地のミカン閣において 2ヶ年にわたり気
温を中心に気象観測を実施した.
1) 平均，最高，最低気温，すべて傾斜地が平地より
常に高混をしめし特に低温時はその差が大きくなる.
2) -5'C以下の低温日数，低温持続時数において，
傾斜地は平地に比較して，箸るしい差を生じ傾斜地が温
度条件にすぐれた特徴をもっ.
3) 傾斜方位別の気温差は少なく，東南傾斜面が最も
すぐれるが，北面傾斜でも平地よりは高温である.
4) 昼夜連続観測の結果，地核内の気温分布の特性を
知り，低温部が夜間の風向と密接な関係にあることを認
めた.
(果樹園芸学講座昭和38.8.31受理)
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Summary 
Seasonal variations of air temperatures were 
observed in fiat and sJoping orange orchards in 
Tanba district during the winter periods of the 
successive two years 19'31 to 1962. 
Results obtained were summarized as follows. 
(1) Mean， maximum， and minimum air 
temperatures were always higher in the sJoping 
than in the flat orchards. The difference tended 
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to become Iarger when airtemperature showed 
Iower value. 
(2) There were aIso considerable di任erence
between the flat and sIoping orchards in numbers 
of days below -50C and numbersof hours of low 
temperature durations. 
(3) Air temperature on the southeastern sIope 
showed the highest throughout each incIination in 
alI directions， although differnce of temperature 
was small by direction of incIination. The air 
temperature even on the northern sIope was higher 
than that of flat surface. 
(4) The specific characters of distribution" of 
air temperature were observed within orchard. 
Low temperature cite of Iocation was c10sely 
related to wind direction at night. 
(Laboratory of Pomology， Received 
Aug. 31 1963) 
